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北 海 道 森 林 管 理 局  

平 成 ２９年 度 野 幌 自 然 環 境 モニタリング調 査 結 果 概 要  

～ 野 幌 森 林 公 園 ではアライグマは広 範 囲 で多 数 確 認  ～  

 

１．調 査 項 目 及 び内 容                                              表 －１  

調 査 項 目  内   容  

森 林 植 生  
台 風 被 害 に お け る 天 然 更 新 及 び 植 栽 木 の 再 生 状 況 を 把 握 。 ま た 、 野 幌

森 林 公 園 に お い て 良 好 で あ る と 考 え ら れ る 林 相 を 有 す る 天 然 林 （ 以 下 、 「 良

好 な 自 然 林 」 と す る ） の 概 要 を 把 握 す る 。  

菌 類  
台 風 被 害 地 、 良 好 な 自 然 林 、 台 風 被 害 を 受 け な か っ た 森 林 に お い て 出 現

す る 木 材 腐 朽 菌 の 子 実 体 （ き の こ ） を 採 取 ・ 同 定 し 、 森 林 の 再 生 段 階 を 菌

類 の 面 か ら 検 討 を 行 う 。  

歩 行 生 甲 虫  
台 風 被 害 地 、 林 縁 、 林 内 に お い て 歩 行 性 甲 虫 を 捕 獲 し 、 得 ら れ る 種 か ら

森 林 の 再 生 段 階 を 検 討 す る 。  

野 生 動 物  
自 動 撮 影 カ メ ラ を 用 い た 調 査 を 実 施 し 、 森 林 の 更 新 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え

ら れ る エ ゾ シ カ 、 特 定 外 来 種 で あ る ア ラ イ グ マ 、 そ の 他 記 録 さ れ る 野 生 動 物

か ら 、 森 林 の 健 全 性 に つ い て 評 価 を 行 う 。  

 

２ ． 調 査 結 果  

１ ）  森 林 植 生 調 査  

植 栽 列 内 ・ 外 に 定 着 し た 植 栽 木 以

外 の 天 然 木 の 成 長 が 著 し い 。 植 栽 木

は 年 々 着 実 に 伸 長 成 長 を し て い て 、 根

張 り も 広 が っ て お り 、 サ サ の 稈 高 を 抜 き

つ つ あ る 。 一 方 で ツ ル 類 が 樹 木 の 生 長

を 抑 制 し て い る 箇 所 が 部 分 的 に 出 て き

た 。 ツ ル 類 を ど の よ う に 処 置 す る か 考 え

て い く 必 要 が あ る 。 全 体 的 に 再 生 段 階

は 第 ２ 段 階 で あ る 。  

 

２ ）  菌 類 調 査  

処 理 区 における重 要 菌 種 出 現 頻 度 の経 年 変 動 をみると、カワラタケやレンガタケの出 現 頻 度 が減

少 傾 向 にあるなど、天 然 林 区 や人 工 林 区 の様 相 に近 づきつつある種 もあるが、種 構 成 は天 然 林 区 や

人 工 林 区 とは異 なっている。倒 木 などの腐 朽 の進 行 、植 生 回 復 に伴 う根 株 等 の菌 類 の発 生 環 境 の

湿 潤 傾 向 がみられてきているが、再 生 段 階 としては、第 1 段 階 と考 えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

植栽地：トドマツ  植栽地：ヤチダモ（植栽

木）と列外はチシマザサ群  

表 －２  



 

３ ）  歩 行 性 甲 虫 調 査  

CH 指 数 が最 も低 かった 2007 年 が台 風 被

害 で生 じたギャップに非 森 林 性 の地 表 性 甲 虫

が侵 入 した年 で、それ以 後 2017 年 にかけて、

ギャップエリアの群 集 も周 囲 の森 林 の群 集 組

成 に近 づいてきており、かなり群 集 構 成 が回 復

してきていると判 断 できる。CH 指 数 は増 加 して

天 然 林 の組 成 にかなり近 づいたが、記 録 種 数

の減 少 は小 休 止 の状 況 であり、一 進 一 退 しな

がら森 林 回 復 しつつある状 況 と判 断 される。総

合 的 にみて、地 表 性 群 集 の組 成 は、第 ３段 階

に近 づいてきている森 林 回 復 の第 ２段 階 の後

半 に入 ったと考 えられる。 

 

４ ）  野 生 動 物 調 査  

確 認 種 数 と確 認 種 構 成 については今 年 度 、過 年 度 で大 きな違 いは見 られず、生 息 するほ乳 類 相

に目 立 つ変 化 はない。エゾタヌキは 2014 年 以 前 と比 べて顕 著 な撮 影 頻 度 の増 加 がみられ、生 息 数

が大 きく増 加 していると推 測 。特 定 外 来 種 であるアライグマについては今 年 度 も過 年 度 同 様 、広 範 囲

で多 数 が確 認 されており、在 来 種 への影 響 などを引 き続 き注 視 する必 要 がある。エゾシカは、9 月 調

査 で若 干 の増 加 が見 られたが、引 き続 き低 い撮 影 頻 度 で推 移 している。しかし、冬 季 にシカの目 撃 が

あることから、調 査 期 間 に該 当 しない冬 季 に群 れがかたまって森 林 公 園 内 を利 用 していることも考 えら

れる。 

 環 境 省 レ ッ ド リ ス ト  

で 準 絶 滅 危 惧 種 と  

さ て い る エ ゾ ク ロ テ ン

が 今 年 度 も 確 認 さ

れ た 。  野 幌 森 林

は 、 石 狩 低 地 帯 の

西 側 で は 本 種 の 生

息 が 確 実 な 数 少 な

い 箇 所 で あ る と 考 え

ら れ 、 今 後 の 動 向 が

注 目 さ れ る 。  

 

図－２ 主な動物の年別撮影頻度  
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図－１ CH 指数（オサムシ -ゴモクムシ個体数比）＝

（森林環境を好むオサムシ亜科個体数） /  

（（森林環境を好むオサムシ亜科個体数） +（草原環境を好

むゴモクムシ亜科のゴモクムシ個体数＋ゴミムシ個体

数））×100〕  
ＣＨ指数  


